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準
備
周
到

包
丁
研
ぎ
を
巡
っ
て
は
、

練
馬
支
部
で
も
担
い
手
不
足

が
課
題
に
挙
が
っ
て
い
ま

す
。
住
宅
デ
ー
の
2
カ
月
前

の
9
月
に
支
部
会
館
で
包
丁

研
ぎ
講
習
会
を
初
め
て
行

い
、
技
術
対
策
部
や
シ
ニ
ア

友
の
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
参

加
。
初
心
者
は
基
礎
の
習
得

を
、
ベ
テ
ラ
ン
は
さ
ら
な
る

高
み
を
目
指
し
て
腕
を
磨
い

て
い
ま
し
た
。
各
分
会
は
秋

の
拡
大
月
間
と
並
行
し
て
準

備
を
進
め
て
お
り
、
中
で
も

宣
伝
に
は
知
恵
を
絞
っ
て
い

ま
す
。
関
町
分
会
は
所
属
す

る
自
主
防
災
組
織
の
学
習
会

（
10
月
）
で
チ
ラ
シ
を
配

布
。
受
け
取
っ
た
参
加
者
が

関
心
を
持
ち
、
初
め
て
や
っ

て
来
ま
し
た
。

に
ぎ
わ
い

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
職
人

技
を
披
露
し
た
ほ
か
、
木
工

教
室
や
射
的
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣

り
な
ど
の
子
ど
も
向
け
企
画

も
充
実
。
石
神
井
分
会
の
機

関
紙
『
石
神
ニ
ュ
ー
ス
』
11

月
号
に
よ
れ
ば
、「（
雨
対
策

と
し
て
）
2
張
の
テ
ン
ト
の

間
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
架
け

て
大
き
な
屋
根
が
完
成
で

す
。
道
行
く
人
も
職
人
の
見

事
な
仕
事
ぶ
り
に
立
ち
止
ま

っ
て
見
学
し
て
い
ま
し
た
」

と
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
新

大
泉
分
会
の
『
新
大
泉
分
会

ニ
ュ
ー
ス
』
11
月
号
は
「
包

丁
研
ぎ
、
ま
な
板
削
り
、
そ

し
て
分
会
名
物
・
た
こ
焼
き

を
買
う
人
で
一
時
受
付
が
大

忙
し
で
し
た
が
、
そ
の
中
で

住
宅
相
談
が
1
件
あ
り
ま
し

た
」
学
園
分
会
『
桜
並
木
』

は
「
後
継
者
世
代
の
家
族

（
子
ど
も
）
が
プ
ラ
イ
ス
カ

ー
ド
を
す
ら
す
ら
と
作
成
し

て
く
れ
た
」
と
、
会
場
は
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

信
頼
醸
成

こ
の
ほ
か
「
地
域
住
民
や

団
体
と
協
力
し
た
防
災
の
啓

発
活
動
」
で
は
春
日
を
は
じ

め
、
複
数
の
分
会
が
地
元
消

防
署
の
協
力
を
得
て
消
火
訓

練
を
行
っ
た
り
、
簡
易
担
架

や
耐
震
補
強
金
具
な
ど
の
防

災
グ
ッ
ズ
を
展
示
し
た
り
し

て
、
来
場
者
の
防
災
意
識
向

上
に
一
役
買
っ
て
い
ま
し

た
。こ

の
日
は
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
た
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
普
段
顔
を
出
さ

な
い
仲
間
や
家
族
も
各
種
取

り
組
み
に
関
わ
っ
て
く
れ
た

こ
と
で
、
分
会
内
の
結
束
を

強
め
ま
し
た
。

10
月
号
「
資
格

確
認
書
は�
有
効
�

な
の
に
…
」
を
は

じ
め
、
小
紙
で
繰

り
返
し
報
じ
て
き

ま
し
た
が
、
12
月

1
日
に
中
小
企
業

の
従
業
員
や
そ
の

家
族
が
入
る
協
会

け
ん
ぽ
（
全
国
健

康
保
険
協
会
）
の

保
険
証
の
有
効
期

限
が
切
れ
て
同
2

日
か
ら
「
マ
イ
ナ

保
険
証
」
ま
た
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保

険
証
を
ひ
も
付
け
て
い
な
い

人
向
け
の
「
資
格
確
認
書
」

を
医
療
機
関
や
薬
局
の
窓
口

に
示
す
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
た
だ
、
政
府
は
各
地
で

マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
る
混
乱

が
続
い
て
い
る
た
め
、
期
限

切
れ
の
保
険
証
で
も
「
2
0

2
6
年
3
月
末
ま
で
は
有

効
」
と
関
係
機
関
に
通
知
し

て
い
ま
す
。

「
12
月
2
日
以
降
、
マ
イ

ナ
保
険
証
で
な
け
れ
ば
病
院

に
か
か
れ
な
い
」
と
誤
っ
た

情
報
を
見
聞
き
し
ま
す
が
、

政
府
は
「
マ
イ
ナ
保
険
証
を

お
持
ち
で
な
く
て
も
、
こ
れ

ま
で
通
り
の
医
療
を
、
あ
な

た
に
」
と
資
格
確
認
書
の
利

用
も
認
め
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
東
京
土
建
国
保

加
入
の
仲
間
は
今
年
3
月
に

各
分
会
で
マ
イ
ナ
保
険
証
の

有
無
に
応
じ
た
カ
ー
ド
を
受

け
取
っ
て
い
る
た
め
、
従
来

の
保
険
証
を
持
っ
て
い
る
人

は
い
ま
せ
ん
。
い
ま
一
度
、

手
元
の
カ
ー
ド
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。そ
の
左
上
に「
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
と
書

か
れ
て
い
た
ら
マ
イ
ナ
保
険

証
を
持
っ
て
お
り
、「
資
格

確
認
書
」
な
ら
持
っ
て
い
ま

せ
ん
（
写
真
）
。

正
月
三
が

日
の
新
聞
は

各
社
の
独
自

性
が
に
じ
み

出
て
お
り
面

白
い
。
た
だ

現
場
の
記
者

は
年
末
、
正
月
紙
面
の
制
作

と
並
行
し
て
毎
日
の
ニ
ュ
ー

ス
を
追
う
た
め
、
こ
の
�
戦

場
�
を
体
験
し
た
身
と
し
て

は
正
月
号
が
1
年
の
中
で
も

労
作
だ
と
思
う
▼
今
年
の
お

気
に
入
り
は『
朝
日
新
聞
』1

月
3
日
付
朝
刊
1
面
「
百
年

未
来
へ
の
歴
史
」
こ
ん
な

一
文
が
載
っ
て
い
た
。「
歴
史

の
節
目
に
、
繰
り
返
し
登
場

す
る
言
葉
が
あ
る
。『
勢
い
』

だ
」
今
か
ら
約
80
年
前
の
戦

争
も
、
勢
い
に
流
さ
れ
て
止

め
ら
れ
な
か
っ
た
。あ
れ
っ
。

こ
ん
な
こ
と
は
今
年
に
も
…

▼
7
月
の
参
院
選
は
明
ら
か

に
与
党
の
自
民
が
負
け
た
。

衆
参
両
院
い
ず
れ
も
野
党
が

議
席
数
を
上
回
り
、
政
権
交

代
を
目
指
せ
た
。
と
こ
ろ
が

そ
の
勢
い
に
乗
れ
ず
、
隙
を

突
い
た
自
民
に
よ
り
あ
っ
と

い
う
間
に
土
俵
下
へ
。
憲
政

史
上
初
の
女
性
首
相
・
高
市

早
苗
さ
ん
に
国
民
が
沸
き
起

こ
っ
て
い
る
▼
ふ
と
綱
引
き

を
思
い
出
す
。
こ
の
競
技
は

瞬
発
力
と
重
量
が
求
め
ら

れ
、
永
田
町
は
四
六
時
中
、

�
大
会
�を
開
い
て
い
る
。
特

異
な
の
は
時
折
、
仲
間
内
で

引
っ
張
り
合
う
こ
と
も
。
ど

ん
な
に
競
っ
て
も
、そ
の
綱

が
国
民
生
活
の�
命
綱
�で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
る
な
。
切
れ

て
も
再
試
合
は
な
い
。（
今
）

冷
た
い
雨
の
中
、

分
会
で
開
催

２６

建
設
職
人
の
技
術
・
技
能
の
ア
ピ
ー
ル
を
は
じ
め
、
東
京
土
建
の
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
地
域
住
民
に
知
ら
せ
る
第
48
回
住
宅
デ
ー
が
11
月
9
日
、
北
練
馬
や
田
柄

な
ど
の
26
分
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
朝
か
ら
冷
た
い
雨
が
降
っ
て
い
た
こ
と
で
、

規
模
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
分
会
も
あ
り
ま
し
た
が
、
恒
例
の
包
丁
研
ぎ
や

ま
な
板
削
り
の
依
頼
は
ひ
っ
き
り
な
し
。
来
場
者
は
「
技
術
力
の
高
さ
に
感
心
す

る
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

次から次へと包丁を研ぐ関町分会の仲間

消
火
訓
練
に
挑
む
春
日
分
会
の
仲
間

“使えます”

マ
イ
ナ
保
険
証
に
応
じ
た
カ
ー
ド

交
付
済
み

東
京
土
建
国
保

地域住民が続々と訪れた貫井分会

マイナのワナマイナのワナ
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賃
金
・
単
価
の
引
き
上
げ

や
長
時
間
労
働
の
是
正
…
。

こ
う
し
た
処
遇
改
善
を
求
め

る
よ
り
ど
こ
ろ
を
、
建
設
業

で
働
く
私
た
ち
は
よ
う
や
く

手
に
入
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に

歴
史
的
転
換
点
で
す
。

改
正
建
設
業
法
が
12
月
12

日
に
全
面
施
行
さ
れ
、
建
設

業
者
に
は
労
務
費
や
材
料

費
、
必
要
経
費
な
ど
を
明
示

し
た
「
材
料
費
等
記
載
見
積

書
」
の
作
成
を
、
注
文
者
に

は
そ
の
内
容
を
考
慮
す
る
努

力
義
務
を
課
す
こ
と
に
。
公

共
工
事
で
も
、
労
務
費
や
材

料
費
な
ど
が
「
入
札
金
額
内

訳
書
」
に
記
載
す
べ
き
事
項

と
し
て
位
置
付
け
。
こ
れ
ま

で
注
文
者
を
対
象
と
し
て
い

た
総
価
で
の
原
価
割
れ
契
約

や
、
著
し
く
短
い
工
期
で
の

請
負
契
約
「
工
期
ダ
ン
ピ
ン

グ
」
を
受
注
者
に
も
禁
じ
て

い
ま
す
。

建
設
業
法
の
ほ
か
、
入
契

法
（
公
共
工
事
の
入
札
及
び

契
約
の
適
正
化
の
促
進
に
関

す
る
法
律
）
と
品
確
法
（
公

共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進

に
関
す
る
法
律
）
の
い
ず
れ

も
改
正
法
を
合
わ
せ
て
「
第

三
次
担
い
手
3
法
」
と
言
い

ま
す
。
制
定
を
後
押
し
し
た

の
が
2
0
2
3
年
11
月
か
ら

半
年
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん

で
き
た
全
国
建
設
労
働
組
合

総
連
合（
全
建
総
連
）の「
建

設
労
働
者
の
雇
用
改
善
、
担

い
手
確
保
・
育
成
に
関
す
る

請
願
書
」
へ
の
署
名
（
1
0

0
万
人
国
会
請
願
署
名
）
。

全
国
で
1
1
9
万
6
2
4
8

筆
を
集
約
し
、
練
馬
支
部
で

は
1
万
8
5
6
5
筆
に
上
り

ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
の
思
い
が
世

論
を
動
か
し
、
国
会
に
届
い

た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

中
山
千
里
・
練
馬
支
部
賃

金
対
策
部
長
は
「
（
請
求
・

要
求
は
）
今
が
攻
め
時
」
と

力
を
込
め
ま
す
。
10
月
に
支

部
会
館
で
第
三
次
担
い
手
3

法
の
学
習
会
を
開
き
、
中
山

部
長
が
講
師
を
務
め
ま
し

た
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ

え
た
動
画
を
投
稿
サ
イ
ト

「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
（
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
）
」
で
公
開
中
。

こ
の
動
画
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
ほ
か
、
ネ
ッ
ト
上

で
「
東
京
土
建
練
馬
支
部

担
い
手
3
法
」
と
検
索
し
て

も
見
ら
れ
ま
す
。
建
設
業
で

働
く
全
て
の
人
に
関
わ
る
こ

と
だ
か
ら
、
未
加
入
の
友
人

や
知
人
に
も
ぜ
ひ
勧
め
て
く

だ
さ
い
。

11
月
20
日
、
練
馬
支
部
の
仲
間
18

人
は
建
設
国
保
へ
の
補
助
金
確
保
・

拡
充
や
、
建
設
労
働
者
の
賃
金
・
単

価
引
き
上
げ
な
ど
を
求
め
、
各
地
の

仲
間
と
共
に
気
勢
を
上
げ
て
き
ま
し

た
。午

前
中
は
都
庁
で
「
対
都
要
請
行

動
」（
16
組
合
、
5
7
6
人
参
加
）。

練
馬
支
部
の
上
原
良
子
副
委
員
長
は

保
健
医
療
局
、
肥
野
信
彦
常
任
執
行

委
員
は
都
市
整
備
局
の
交
渉
団
に
加

わ
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
保
健
医
療

局
の
担
当
者
と
向
き
合
っ
た
仲
間
は

資
材
高
騰
に
よ
る
仕
事
の
厳
し
い
状

況
を
吐
露
。
ま
た
病
気
を
患
い
助
か

っ
た
経
験
か
ら
建
設
国
保
へ
の
謝
意

を
伝
え
た
上
で
、
美
濃
部
亮
吉
都
政

（
1
9
6
7
〜
79
年
）
か
ら
続
く
都

費
補
助
の
必
要
性
を
改
め
て
訴
え
て

い
ま
し
た
。

午
後
は
「
予
算
要
求
中
央
総
決
起

大
会
」
（
49
県
連
組
合
、
1
1
6
0

人
参
加
）
で
国
に
対
し
私
た
ち
の
思

い
を
ぶ
つ
け
て
い
ま
す
。
会
場
は
こ

れ
ま
で
日
比
谷
公
園
大
音
楽
堂
で
し

た
が
、
建
て
替
え
工
事
に
伴
い
、
ニ

ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
（
港
区
虎
ノ
門
）

に
変
更
。
主
催
者
を
代
表
し
全
建
総

連
の
鈴
木
貴
雄
中
央
執
行
委
員
長

（
全
建
愛
知
）
は
「
第
三
次
担
い
手

3
法
の
追
い
風
、
新
政
権
の
誕
生
も

あ
る
が
、
賃
金
は
安
定
せ
ず
、
仲
間

の
国
民
施
策
へ
の
懸
念
が
広
が
っ
て

い
る
」
と
述
べ
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
求

の
実
現
に
向
け
さ
ら
な
る
団
結
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。
そ
の
後
参
加
者
は

新
橋
駅
ま
で
デ
モ
行
進
。
建
設
国
保

の
意
義
に
加
え
、
「
適
正
単
価
な
く

し
て
担
い
手
確
保
な
し
」
と
処
遇
改

善
へ
の
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

公
契
約
条
例
は
自
治
体
発

注
の
工
事
や
業
務
委
託
に
賃

金
・
報
酬
下
限
額
を
設
け
、

受
注
者
の
責
任
を
契
約
事
項

に
加
え
る
こ
と
を
定
め
て
お

り
、
全
建
総
連
は
「
第
三
次

担
い
手
3
法
を
補
完
す
る
」

と
し
て
各
地
で
制
定
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。
都
内
で
は

19
の
自
治
体
が
こ
の
条
例
を

設
け
、
23
区
に
限
れ

ば
そ
の
数
は
15
。
練

馬
区
の
隣
・
豊
島
区

は
10
月
に
議
会
で
可

決
、
成
立
し
て
い
ま

す
が
、
練
馬
は
議
論

す
ら
行
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

11
月
25
日
に
行
わ

れ
た
区
民
要
求
実
現

練
馬
集
会
で
は
、
東

京
土
建
練
馬
支
部
も

加
わ
る
同
実
行
委
員

会
が
区
に
宛
て
た
要

望
書
の
回
答
や
、
そ
の
後
の

懇
談
内
容
を
報
告
。
公
契
約

条
例
を
求
め
た
ら
、
「
中
央

建
設
業
審
議
会
の
議
論
を
注

視
し
て
い
る
」
と
言
う
も
の

の
、
制
定
に
向
け
歩
み
寄
る

姿
勢
を
見
せ
ま
せ
ん
で
し

た
。他

の
自
治
体
で
も
首
長
の

意
識
が
公
契
約
条
例
の
明
暗

を
分
け
て
い
ま
す
。
今
の
前

川
燿
男
区
政
は
こ
れ
以
外
に

も
住
民
の
声
に
聞
く
耳
を
持

た
ず
、
集
会
参
加
者
の
中
か

ら
「
来
年
4
月
の
練
馬
区
長

選
は
、
私
た
ち
の
要
求
を
く

み
取
る
区
長
を
選
ぼ
う
」
と

の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

10
〜
11
月
の
2
カ
月
に
わ

た
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
財

務
省
へ
の
建
設
国
保
予
算
要

求
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
は
目
標

5
9
2
2
シ
ー
ト
に
対
し
、

6
0
6
1
シ
ー
ト
を
集
め
て

回
収
率
1
0
2
・
3
％
。
6

〜
7
月
の
厚
生
労
働
省
（
1

0
1
・
5
％
）
、
8
〜
9
月

の
東
京
都（
1
0
2
・
3
％
）

と
2
0
2
5
年
度
も
前
年
度

に
続
き
、
い
ず
れ
も
目
標
を

大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

建
設
国
保
は
私
た
ち
の
暮

ら
し
と
仕
事
を
支
え
る
�
命

の
綱
�
。
こ
う
し
た
思
い
を

込
め
て
書
い
た
ハ
ガ

キ
は
国
や
都
の
担
当

者
の
手
元
に
届
き
、

そ
れ
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
て
く
れ
て
い

ま
す
。
厚
生
労
働
省

が
財
務
省
に
提
出
し

た
2
0
2
6
年
度
概

算
要
求
額
は
、
国
保

組
合
関
係
予
算
が
2

6
7
7
億
円
と
な

り
、
前
年
度
よ
り
61

億
円
増
。
厚
労
省
の

担
当
者
は
「
現
行
補

助
水
準
の
要
求
を
し

て
い
る
」
と
言
い
ま

す
。
ま
た
都
は
保
健
医
療
局

が
財
務
局
に
国
保
組
合
へ
の

26
年
度
補
助
金
を
要
求
し
た

と
こ
ろ
、
一
人
当
た
り
医
療

費
は
前
年
度
よ
り
1
・
8
％

の
増
額
に
。
国
や
都
は
い
ず

れ
も
来
年
3
月
に
当
初
予
算

が
確
定
し
ま
す
。
た
だ
、
そ

れ
ま
で
に
省
庁
間
や
部
局
間

な
ど
で
予
算
獲
得
を
巡
る
攻

防
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
油

断
し
て
い
た
ら
私
た
ち
の
要

求
が
通
ら
な
い
こ
と
も
。
引

き
続
き
予
算
編
成
の
動
き
を

注
視
し
、
声
を
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

公契約条例に関心薄の前川区政

改
正
建
設
業
法
全
面
施
行

改
正
建
設
業
法
全
面
施
行

区民要求実現
練馬集会

聞
く
耳
を
持
つ
区
長
を
選
ぼ
う

聞
く
耳
を
持
つ
区
長
を
選
ぼ
う

処遇改善求める
よりどころに

練馬区内の課題を共有した集会

国や都の当初予算編成に注視を

ハガキ要請行動ハガキ要請行動
25年度も目標上回る

「
今
が
攻
め
時
」
中
山
賃
対
部
長

支
部
制
作
動
画
で

担
い
手
3
法
の
意
義
を
学
ぼ
う

11・20建設国保予算要求行動

予算要求中央総決起大会で拳を突き上げる練馬支部の仲間

�命の綱�を守り
続けるために

練馬支部が制作した動画の一場面

動
画
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド



第2833号（第三種郵便物認可）け ん せ つ 北 部2025年12月9日（火）（3）

日にち 会場 定員（人） 締め切り日

2月1日（日） 大泉生協病院 150 1月16日（金）

2月22日（日）
練馬支部会館 200

2月6日（金）
練馬第一診療所 100

子ども7人を含む50人の仲間と共に、日本上演10周年を迎えた
ディズニーミュージカルの名作を楽しんできました。観劇前にラ
ンチ交流会。思う存分アジアン料理を満喫し、会話も弾みました。

会員36人は晩秋の江戸を周遊。東京タワーや葛西臨海水族園を
見学し、豊洲で海の幸を堪能しました。道中、シニア友の会の新
名称案や地域貢献の取り組みなどが話され、メンバーの勢いは増
すばかり。

新加入者ら�組合初心者�を対象に、東京土建の諸制度や取り
組みなどを分会の役員が解説。この写真は春日分会の様子です。
参加者は組合総合共済や土建国保のほか、建設キャリアアップシ
ステムの登録や税金相談などの業務も扱っていることを知り「心
強い」との感想。

■2026年2月日曜集団健診
会場や定員などは下表の通り。希望者は申込書（分会、群で

配布）に氏名や健診当日の連絡先などの必要事項を記入し、練

馬支部にお送りください（FAX03-3825-7547）。定員に達したら
締め切り前に募集を打ち切ります。受診時は資格確認書、また

は資格情報のお知らせの�下�に付いている「受診券」をお忘
れなく。またインフルエンザなどの感染症がはやっていること

から、必ずマスクを着用してください。

■確定申告に向けた記帳学習会（無料）
確定申告は、毎年1月1日から12月31日までの1年間で生じ

た「もうけ（収入―必要経費）」に対してかかる税金（＝所得

税）を自分で計算して精算する手続き。これは納税者自らが税

額を計算し申告・納税する「申告納税制度」に基づいています。

初めて確定申告する人や、不安のある人に向けて帳簿に数字

や事柄などを記入する「記帳」を中心とした学習会を開催しま

す。講師は梅川結依税理士。この学習会の参加者は「確定申告

（個別）相談会」の希望日時を優先して決められます。

【参加対象】組合員とその家族
【日時・場所】２０２６年１月２９日（木）午後７時３０分、

練馬支部会館
※上記の日程以外にも書記局による学習会を2月2日（月）に

計画中。改めてお知らせします。

11月29日は語呂合わせで「いい（11）にく（29）」の日。練馬支部の
若者13人（このうち新加入者6人）は池袋で肉に食らい付きなが
ら、交流を深めました。仕事のこと、組合のこと…。話題が尽き
ず、あっという間にお開き。互いの健闘と再会を誓い合いました。

パパパパパパパパパパパパパパパパパパパシシシシシシシシシシシシシシシシシシシャャャャャャャャャャャャャャャャャャャリリリリリリリリリリリリリリリリリリリわくわく

暮らしと仕事の掲示板暮らしと仕事の掲示板
※いずれも詳細は支部事務所へ※いずれも詳細は支部事務所へ

パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ

拡大版 にっこり
どきどき

支部シニア友の会支部シニア友の会
日帰り
バスハイク
日帰り
バスハイク日日

3030
月月1111 劇団四季「アラジン」

観劇＆ランチ交流会
劇団四季「アラジン」
観劇＆ランチ交流会

支部女性の会定例会支部女性の会定例会

日日
2323
月月1111

秋の組合説明会＆
歓迎会 統一開催日
秋の組合説明会＆
歓迎会 統一開催日日日

2727
月月1111

新加入者歓迎会
兼定期交流会
新加入者歓迎会
兼定期交流会

支部青年部支部青年部

日日
2929
月月1111
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練
馬
支
部
合
唱
団
「
コ
ス

モ
ス
」
は
1
9
9
1
年
2
月

に
結
成
さ
れ
、今
年
で
34
年
。

歌
で
支
部
の
仲
間
は
も
と
よ

り
、
地
域
の
平
和
を
求
め
る

取
り
組
み
に
貢
献
し
て
き
ま

し
た
。
今
年
は
こ
れ
ま
で
憲

法
フ
ェ
ス
タ（
7
月
、支
部
会

館
）や
、憲
法
9
条
を
守
り
孫

た
ち
に
平
和
を
残
し
た
い
ジ

ジ
バ
バ
の
会
主
催
「
『
孫
た

ち
の
た
め
に
平
和
を
』
コ
ン

サ
ー
ト
」（
10
月
、

江
東
区
）
な
ど
に

出
演
。
メ
ン
バ
ー

7
人
（
写
真
）
が

月
2
回
練
習
を
重

ね
て
き
た
音
楽
劇

お
り

「
檻
と
ラ
イ
オ
ン
」

は
観
衆
の
関
心
を

誘
い
ま
し
た
。

高
市
早
苗
首
相

の
「
非
核
三
原
則

見
直
し
」
発
言
を

は
じ
め
、
き
な
臭

さ
が
漂
い
つ
つ
あ

る
中
、
コ
ス
モ
ス

に
求
め
ら
れ
る
役

割
は
大
き
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
今
後
、
各
分

会
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
「
憲

法
カ
フ
ェ
」
に
出
演
し
、
歌

声
を
届
け
る
こ
と
も
検
討
し

て
い
ま
す
。
活
動
の
質
と
量

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
現

在
メ
ン
バ
ー
を
募
集
中
。
詳

し
く
は
支
部
事
務
所
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

行
政
書
士
法
の
改
正
に
伴

い
、2
0
2
6
年
1
月
以
降
、

無
資
格
者
（
個
人
・
法
人
問

わ
ず
）
が
報
酬
を
得
て
提
出

書
類
な
ど
を
作
成
で
き
ず
、

違
反
行
為
へ
の
罰
則
が
厳
格

化
さ
れ
ま
す
。
東
京
土
建
は

こ
れ
ま
で
仲
間
の
建
設
業
許

可
の
申
請
を
含
む
業
務
全
般

の
支
援
と
し
て
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
が
、
そ
の
支
援
内
容

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
。

今
後
、
各
種
申
請
は
私
た

ち
の
取
り
組
み
に
理
解
を
示

す
行
政
書
士
事
務
所
と
の
提

携
を
強
め
、
対
応
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

た
だ
、
相
談
に
は
引
き
続

き
対
応
。
該
当
事
業
所
に
は

必
要
書
類
を
は
じ
め
、
十
分

に
説
明
し
ま
す
。

小
紙
8
月
号
で
ア
ジ
ア
太

平
洋
戦
争
終
結
後
、
旧
満
州

（
現
中
国
東
北
部
）
か
ら
引

き
揚
げ
て
き
た
矢
吹
光
英
さ

ん
（
大
泉
東
分
会
）
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
し
た
。

幼
少
期
に
渡
満
し
た
こ
と

で
、
入
植
先
の
記
憶
が
お
ぼ

ろ
げ
。小
紙
が
旧
厚
生
省（
現

厚
生
労
働
省
）
作
成
の
「
開

拓
団
在
籍
者
名
簿
」
（
国
立

公
文
書
館
蔵
）を
取
り
寄
せ
、

竜
江
省
（
現
黒
竜
江
省
）
甘

南
県
平
陽
鎮
の
第
9
次
呉
山

開
拓
団
に
入
っ
て
い
た
こ
と

が
80
年
の
時
を
経
て
分
か
り

ま
し
た
。

あ
な
た
は
乳
幼
児
期
の
思

い
出
を
正
確
に
思
い
出
せ
る

で
し
ょ
う
か
。
最
年
少
の
戦

争
体
験
者
が
80
歳
を
迎
え
た

2
0
2
5
年
以
降
、
戦
時
中

の
話
を
聞
き
、
伝
え
る
の
が

一
層
難
し
く
な
る
で
し
ょ

う
。
矢
吹
さ
ん
へ
の
取
材
を

通
じ
、
記
憶
の
断
片
に
耳
を

傾
け
る
だ
け
で
な
く
、
史
料

や
証
言
録
な
ど
で
補
い
、
埋

も
れ
て
い
た
事
実
を
掘
り
起

こ
す
こ
と
も
欠
か
せ
な
い
と

実
感
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
研

究
者
は
、
国
の
死
亡
統
計
が

存
在
し
な
い
1
9
4
4
年
と

45
年
に
亡
く
な
っ
た
日
本
人

は
約
6
2
6
万
人
と
し
た
上

で
、
戦
争
に
よ
る
死
者
は
約

3
7
6
万
人
に
上
る
と
の
推

計
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
政
府
は
「
約
3
1
0
万

人
」
だ
っ
た
と
し
て
お
り
、

戦
争
被
害
が
過
小
評
価
さ
れ

て
き
た
可
能
性
が
あ
る
と
言

い
ま
す
（
『
朝
日
新
聞
』
11

月
17
日
付
朝
刊
）
。

あ
の
戦
争
の
全
容
は
ま
だ

ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
た
だ
、
そ
の
記
録
と
記

憶
を
風
化
さ
せ
た
ら
元
も
子

も
な
く
。
だ
か
ら
、
伝
え
続

け
な
け
れ
ば
。

東
京
土
建
本
部
主
催
「
2

0
2
5
年
度
分
会
・
青
年
・

主
婦
・
シ
ニ
ア
機
関
紙
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
各
賞
が
こ
の
ほ

ど
決
定
し
ま
し
た
。
練
馬
支

部
は
最
高
賞
の「
特
選
紙（
19

紙
）
」
に
4
紙
、
「
入
選
紙

（
15
紙
）
」
に
5
紙
が
選
ば

れ
て
お
り
、
受
賞
数
は
支
部

の
中
で
最
多
で
し
た
。

全
都
で
1
6
7
紙
（
練
馬

支
部
24
紙
）
が
応
募
。
特
選

紙
は
10
月
21
日
に
本
部
機
関

紙『
け
ん
せ
つ
』元
編
集
長
の

向
井
光
也
さ
ん
と
三
木
勉
さ

ん
の
審
査
、
入
選
紙
は
11
月

9
日
の
25
年
度
通
信
員
総
会

で
「
分
会
の
部
」
が
各
支
部

か
ら
出
席
し
た
通
信
員
ら
計

43
人
の
投
票
、
「
青
年
部
・

主
婦
の
会
・
シ
ニ
ア
友
の
会

の
部
」
は
本
部
の
教
育
宣
伝

部
担
当
役
員
の
審
査
で
そ
れ

ぞ
れ
決
ま
り
ま
し
た
。
表
彰

式
は
本
部
の
教
宣
部
会
（
26

年
2
月
）
で
行
わ
れ
ま
す
。

・年内の窓口業務は12月26日（金）正午までです。
・12月27日（土）から1月4日（日）までは年末年始休業
のため、支部事務所を含む支部会館は休館です。
・年始は1月5日（月）ですが、午前9時から正午までの
時短業務。1月6日（火）から通常業務です。

【休業中の対応ダイヤル】
◎自動車共済…関東自動車共済
ＴＥＬ0120-89-8819

◎自転車保険・総合賠償責任補償・建築士賠償…損害保険
ジャパン事故サポートセンター
ＴＥＬ0120-727-110

◎どけん火災共済・地震共済…共済センター
ＴＥＬ03-3366-7908

・
堀
口
千
津
恵
さ
ん
（
春

日
分
会
）
…
「
住
宅
デ
ー

で
手
伝
え
る
の
も
今
年
で

最
後
か
な
」
と
思
う
よ
う

な
年
齢
（
78
歳
）
に
き
ま

し
た
。
小
学
生
の
孫
が
ス

ー
パ
ー
ボ
ー
ル
、
射
的
、

金
魚
す
く
い
等
の
係
に
が

ん
ば
っ
て
い
る
姿
を
見
る

と
「
も
う
少
し
出
来
る
か

な
」
と
思
え
ま
す
。
来
年

も
『
枯
れ
木
も
山
の
に
ぎ

わ
い
』
と
自
分
に
言
い
聞

か
せ
、
や
は
り
住
宅
デ
ー

に
参
加
す
る
決
意
が
ふ
つ

ふ
つ
と
湧
い
て
き
ま
し

た
。

・
天
野
邦
子
さ
ん
（
早
宮

分
会
）
…
来
年
も
ケ
ガ
や

病
気
を
せ
ず
仕
事
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

・
早
川
定
道
さ
ん
（
大
泉

東
分
会
）
…
益
々
寒
く
な

る
の
で
ケ
ガ
や
病
気
に
な

ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
て

過
ご
し
て
い
き
た
い
で

す
。
今
年
も
も
う
少
し
で

終
わ
り
ま
す
。
一
年
間
有

難
う
！

賞名 分会名など 新聞名

特
選
紙
（
全
19
紙
）

大泉東 大泉東分会ニュース

石神井 石神ニュース

新豊玉 新とよたま

旭町光が丘・女性の会 ひまわり

入
選
紙
（
全
15
紙
）

桜台 みちくさ

高松 たかまつ

学園 桜並木

高松・女性の会 あおぞら

シニア友の会 シニア友の会 会報
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「
相
談
」は

引
き
続
き
対
応

本部主催 分会紙等コンクール本部主催 分会紙等コンクール

建設業許可の
業務に規制

26年1月、
行政書士法改正

要
注
意

練馬支部合唱団
「コスモス」メンバー募集

練馬支部合唱団
「コスモス」メンバー募集
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練馬支部事務所 年末年始のスケジュール練馬支部事務所 年末年始のスケジュール

戦
後
８０
年

現場報告現場報告

埋
も
れ
た
事
実
を

掘
り
起
こ
す
必
要
性

練
馬
支
部

書
記

今
津

佑
介


